
鉄筋継ぎ手長さの算出例 

 
１）梁断面300×300 D1６×2本（SD295使用） ｽﾀｰﾗｯﾌﾟなしの場合 
  

l：鉄筋の配置長（幅）200mm    主鉄筋の下側のかぶり：50mmと仮定 
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=kc   ｃ：168×1/2 ≥ 50mmよって 50mm 

         
At： ｽﾀｰﾗｯﾌﾟなしから 0  

                   
ｓ：  ｽﾀｰﾗｯﾌﾟなしから 0 

 
φ：主鉄筋の直径16mm  
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設計基準強度 ck'ｆ ＝１８N／ｍｍ２、モルタルの材料係数γｃ＝１．３ として 
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２）梁断面600×600 主鉄筋D22×4本（SD345使用）ｽﾀｰﾗｯﾌﾟD16の場合  

 
l：鉄筋の配置長（幅）450mmと仮定 
 
主鉄筋のかぶり：80mmと仮定 
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 At：ｽﾀｰﾗｯﾌﾟD16とした場合198.6mm2×2本=397.2mm2 

         
ｓ：横方向鉄筋（スターラップ）の中心間隔300mmと仮定する 

               
  φ：主鉄筋の直径22mm 
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＝3.648 よって指針５１頁6.5.2から α＝0.6  

         設計基準強度 ck'ｆ ＝１８N／ｍｍ２、モルタルの材料係数γｃ＝１．３ として 
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また、設計が許容応力度法による場合は指針付１１の許容応力度数値を用いて、旧指針（平成７年１０月）

の 
      lｄ＝（σsa×ｄ）／（４×τoa） 
 

より求める。ここに 
 
       鉄筋の許容引張応力度    ：σsa＝ １９６N／ｍｍ２（SD 345） 
                                            ＝ １７６N／ｍｍ２（SD 295） 
       吹付モルタルの許容付着応力度：τoa １．４N／ｍｍ２（設計基準強度１８N／ｍｍ２） 
     
       鉄筋径           ：ｄ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


